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　これまでフルオラス化学を基盤とした光学活性化
合物の合成・分離技術の開発を検討してきた。本年
度では、ラセミ混合系での光学活性含フッ素アミノ
酸類の合成・分離プロセスを開発した。その結果、
最終的に脱保護が必要なフルオラスタグを用いずと
も、ペルフルオロアルキル鎖長の異なる多種類の含
フッ素アミノ酸類をワンポットで合成でき、かつ、
フルオラス、キラルHPLCの連続的分離操作によって、
各立体異性体を完全に分離しうることを明らかにし
た。

　We have developed f luorous subst ituent-
based enantiomer and diastereomer separation, 
namely, the orthogonal use of fluorous and chiral 
HPLC columns for enantiomer- and diastereomer-
separation, demix and identification of fluorine-
containing target molecules. As a result, a variety 
of fluorine-containing amino acid and dipeptide 
precursors bearing different length of perfluoroalkyl 
chains were separated respectively into their 
stereoisomers by virtue of the orthogonal HPLC 
column separation. These results exemplify the 
applicability of FRMS for various “fluorinated” chiral 
products without introducing conventional cleavable 
fluorous tags.
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　引き続き、光学活性含フッ素化合物の合成法の開発および応用に焦点を絞り研究を展開する。本研究は、効
率が要求される現代の有機合成化学に対し、フルオラス化学を基盤とした、多様な含フッ素化合物の効率的な
合成法としての可能性を提示するものであり、将来的には、医農薬・有機材料のビルディングブロックとして
合成上有用性の高い光学活性含フッ素化合物の合成・分離のための新たな方法論となりうると期待される。
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